





























普及し、2014 年には 769 市区町村で実施され



















































































　抽出された文献は、2004 年から 2013 年の
ものであり、論文の種類は、すべて研究報告で
あった。研究対象者別にみると、利用者が対象












































































































































































田 市 、 刈 谷 市 の セ ン
ター代表者
日立市、山口市、貝塚





















































「やや高い」が 2 割、「ちょうどよい」が 7 割で
あり、早朝・夜間などの特別料金については、「ち









































































































































































































































要性を感じている 12）。平成 23 年度からサポー
ターには「養成講習」と「フォローアップ講習」
が実施されているが、決められた項目を全て満












期を 1 年としているセンターが 8 割以上と高い
割合になっている。また、最も多い会員規模は
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８）松井 剛太．ファミリー・サポート・センターの副次的意義に関する検討－高齢者の「生きがい」
に注目して－．香川大学教育学部研究報告 第 1 部，131，21-28，2009
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別府市ファミリー・サポート・センター事業より ( 相良好仁先生 追悼号 ) －．別府溝部学園短期大
9中　村　祥　子・齋　藤　美紀子・中久喜　町　子
巻末資料：文献から抽出されたファミリー・サポート・センターにおける子育て支援に関する思いやニーズ
１．利用者の思いとニーズ
内容
利用者の思い ・就労継続の一助
・子どもを預けることに関する不安や心配
　　　サポーターに迷惑をかける
　　　子どもの活動中の過ごし方
　　　日程・時間のマッチング
　　　利用者自身に関する不安
　　　サポーターとの関係性・価値観の共有
　　　子どもの送迎中の事故
・親としての学びにつながる
　　　子どもとの関わり
　　　家事や育児の方法
　　　地域とのつながり
利用者のニーズ ・夜間・休日の対応
・子どもの急病時の依頼
・利用料金の公的な補助
２．サポーターの活動動機、思いとニーズ
内容
活動への参加動機 ・子どもへのケア役割を通じた社会参加
・子どもという存在そのものへの肯定的な感情
・在宅でも可能な仕事であるという認識
・職業キャリアを活かす専門性の活用
・家族の代替性
・子育て経験の活用
サポーターの思い ・子どもといることの楽しさ
・多くの人と出会える喜び
・利用者の子育ての大変さに共感
・子どもを預かることに関する不安や心配
　　　預かっている子どもの体調、気持ちへの気遣い
　　　利用者との関係・コミュニケーション
　　　家庭間の価値観の違い
　　　サポーター自身に関連する不安
　　　突発的な連絡不能事態
　　　活動中の怪我や事故、病気
　　　障がい児との接し方
　　　病児・病後児の預かりに対する不安
サポータ－のニーズ ・子どもの送迎のためのガソリン代の補助
・低所得、ひとり親家庭で経済的な理由のため支援を十分に受けられない利用者への対応
・会員同士の交流を深める情報交換の場
学紀要，33，51-59，2013
15）東内 瑠里子．地域の子育て支援におけるコーディネーターの専門性と課題－ファミリ ・ーサポート・
センター事業に着目して－．研究紀要，44，71-83，2010
16）女性労働協会．全国ファミリー・サポート・センター活動実態調査結果．2015
17）東根 ちよ．ファミリー・サポート・センター事業の歴史的経緯と課題．同志社政策科学研究，
15(1)，113-131，2013
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３．アドバイザーの思いと役割認識
内容
アドバイザーの思い ・会員の喜びや感謝の声、会員同士の心の交流、会員の要望への対応に対する喜び
・預かりに関して感じる困難（対利用者）
　　　利用者からの緊急の依頼や継続的な依頼への対応
　　　利用者のモラルの低下
　　　多様化する依頼内容への対応
・預かりに関して感じる困難（対サポーター）
　　　会員の確保
　　　地域格差
　　　資質の向上
　　　講習会や交流会の参加者の確保と内容
　　　同じサポーターへの依頼の集中
　　　支援の機会のない会員への配慮
・預かりに関して感じる困難（対利用者・サポーター両者）
　　　利用者とサポーターの世代間の価値観の相違への対応
・雇用条件の悪さ
　　　自主的なボランティア
　　　ワーキングプア
　　　業務の多忙さ
アドバイザーの役割認識 ・利用者とサポーターに対する細やかな配慮
・利用者とサポーターの信頼関係のサポート
・会員のエンパワメント
・地域の特性を生かした活動を展開する柔軟性
・会員への共感的・客観的視点
・子どもを預かるだけではなく、親の生活を支援する
・多様なニーズに応える柔軟できめ細やかな対応
・他の子育て支援事業との連携、住み分け
・サポーターが関われるケースかどうかの見極め
・サポーターと利用者の関係を調整するコーディネーターの役割
